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ま え が き 
 

近年，日本の労働市場では，雇用・就業形態の多様化が進んでいる。こうしたなかで，所

得を得る機会としてだけではなく，キャリア形成が可能となる勤労生活を維持するために必

要なセーフティネットを，労働者は自分で確保したり，企業や社会が提供するものを十分に

利用できているのであろうか。セーフティネットには，労働者自身で用意できるもの，勤務

先企業が提供するもの，社会的に提供されているものがあるが，それぞれが近年の雇用・就

業形態の変化に対応したものなのか。このようにセーフティネットの現状を正確に把握する

ことは，今後の雇用政策の立案において不可欠な研究課題である。 

そこで，労働政策研究・研修機構では，プロジェクト研究「我が国における雇用戦略の在

り方に関する研究」のサブテーマとして，「働き方とセーフティネットに関する研究」を二年

度計画で実施することとし，平成 17 年 4 月に「働き方とセーフティネットに関する研究会（座

長：佐藤博樹東京大学社会科学研究所教授）」を設置した。 

本研究会では，初年度の研究成果を中間報告として，資料シリーズ No.14『日本人の働き

方とセーフティネットに関する研究 －予備的分析－』として，平成 18 年 5 月に当機構から

既に公表している。最終年度の研究成果である本報告書では，初年度の資料シリーズでは分

析が不十分だった点や直接的には取り上げなかった点についての分析を行った。具体的には，

能力開発機会や法的知識などのセーフティネットだけでなく，働き方の変化に関してワーク

ライフバランスと働き方の自律性の視点から分析を加えている。その上で，二年間の研究成

果に基づいた政策課題の整理を行った。 

本報告書の成果が多くの人々に活用され，今後の良質な勤労者生活の維持に関わる政策論

議に役立てば幸いである。 

なお本報告書の執筆は別記のそれぞれが担当したが，とりまとめは原ひろみ（雇用戦略部

門・研究員）が行った。 

 
2007 年 3 月 

独立行政法人 労働政策研究･研修機構 

理事長  小  野    旭 
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